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2009 年 12 月 15 日（火） 

コペンハーゲン会議ハイライト 

2009年12月14日月曜日 

月曜日は、終日、広範な問題を話し合うコンタクトグループ会合および非公式協議が開催された。AWG-KP

では附属書I排出削減量、潜在的影響（結果）、その他の問題について議論され、AWG-LCAでは技術、資金、

共有のビジョン、COP/MOPではクリーン開発メカニズム(CDM)が議論された。 

コンタクトグループおよび非公式協議 

クリーン開発メカニズム（COP/MOP）：CDM理事会のCOP/MOPへの年次報告書に関する非公式協議は、

月曜日終日にわたって開催された。午前中と夕方、締約国は、同グループの前回の会議で締約国が提出した

提案を盛り込んだ文書草案改定版について議論した。締約国は、この文書をパラグラフごとに検討し、特定

のパラグラフに対する賛成反対を明らかにし、必要な場合にはパラグラフの推敲を行った。CDM理事会の作

業の透明性改善、アピールを行う場合の可能な手順などが議題に上った。 

附属書I排出削減量（AWG-KP）：月曜日午前中、附属書I排出削減量に関するコンタクトグループ会合が

開催され、共同議長のWollanskyは新しいノンペーパーに焦点を当てた。 

オーストラリアは、G-77/中国の行動によってAWG-LCAの協議が中断されたとのニュースを「報道で」知

ったとし、これはAWG-KPの協議も中断しなければならないことを意味すると述べた。EUは、AWG-KPでの

LULUCFの協議も中断されたと指摘した。数カ国の締約国は、部屋の外での「交渉の動きの状況」に戸惑い

を示し、こういった問題はプレナリーで解決されるべきものだと指摘した。ペルー、アフリカングループの

立場でガンビア、G-77/中国の立場で南アフリカ、ミクロネシア連邦は、先週は交渉時間が失われたと指摘し、

附属書I排出削減量の議論継続を支持した。EUは、一つの議論の流れだけを先に進めることは不可能だと強調

する一方、実質的な作業が中断されたことを嘆いた。その後、共同議長のWollanskyは会議を休会した。 

附属書I排出削減量に関するコンタクトグループは、夕方遅くに会議を再開し、締約国は特に次の点に焦点

を当てた：議定書附属書B改訂のオプション；欧州連合が権利および義務の面で欧州共同体に代わる存在とな

ることの影響；条約附属書Iに加入するプロセスにある締約国を含めるかどうか、この文書とAWG-LCAでの

議論との関係、参照年度。 

潜在的影響（結果）（AWG-KP）：夕方、コンタクトグループが開催され、文書草案中の潜在的影響（結

果）のセクションについて議論した。共同議長のUreは、閣僚クラスの交渉を容易にするため、意見対立のあ
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る問題に関して2つの明確かつ全く異なるオプションを創りあげることが目的だと指摘した。その後、締約国

は、文書全体のパラグラフごとの議論に移った。 

運用開始問題について、南アフリカはG-77/中国の立場で発言し、議定書3.14条（対応措置の悪影響と効果）

の実施について議論し、議定書2.3条（政策措置の悪影響）の規定の遵守を推進するため、遵守委員会を活用

したいと述べた。 

締約国は、決定書15/CMP.1（京都議定書7条で要求される情報の作成に関するガイドライン）にガイドラ

インをどう盛り込むか議論した。G-77/中国は、「政策措置の慎重な策定（the careful design of policies and 

measures）」という序文の表現を本文に移すよう求めたが、EUは反対した。他の締約国側が妥協しようとし

ないことから、G-77/中国は先週の文書に立ち戻るよう求めた。締約国は、表現について合意できず、G-77/

中国の提案は2つのオプションの代案として盛り込まれた。 

カナダは、潜在的影響（結果）を議論する時間の追加を求めた。議長のUreは、この文書の送致を提案し、

決定書の形にすべきか、結論書の形にすべきかを尋ねた。EUは文書の現状を指摘し、決定書とするには時期

尚早だと述べた。文書はAWG-KPのプレナリーに送られる。 

その他の問題（手法論問題）（AWG-KP）：「その他の問題」に関するコンタクトグループは手法論問題

に焦点を当て、副議長のDovlandは、議長の文書草案に6つの「意見対立のない事実に関する」パラグラフが

付け加えられたと指摘し、特に、報告されるべき温室効果ガスのリストに3-フルオロメチル硫黄5-フルオライ

ドが加えられたと述べた。ブラジルは、温室効果ガスを変更しないことを希望し、報告すべきガスを加えて

も算定されなければ「抜け道」を作ることになると指摘した。オーストラリア、ミクロネシア連邦、スイス

は、新しい温室効果ガスの推定と報告を支持した。EUは、新しいガスの追加には議定書の改定が必要になる

と指摘し、副議長のDovlandは、議定書附属書Aの改定に関する箇所に付箋を付けると述べた。ミクロネシア

連邦は、附属書Aの改定を必要としない表現の検討を提案した。日本は、環境の十全性を強調したが、技術

的な詳細についてはさらなる明確化が必要だと述べた。ペルーは、これはSBSTAで議論する問題だと述べた。 

セクター／排出源の分類に関し、スイスは、バンカー燃料の検討を求めた。ミクロネシア連邦、南アフリ

カ、ブラジルは、セクター／排出源の分類に新しい章項目を加える必要はないと述べた。 

クロスカッティングイシューに関し、EUは、COP/MOP 7までに報告、レビュー、算定に関係するガイドラ

インや決定書を改定し、補足するようSBSTAに求める文章を提案した。ブラジルはこれに反対し、議長のよ

り明確な文書草案を希望した。副議長のDovlandは、議長文書を保持し、EUの提案した文章は将来利用する

べく保留することを提案した。同副議長は、この決定書草案は先に送致されるとし、新しいガスの問題を解

決する必要があると指摘した。 
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その他の問題（柔軟性メカニズム）（AWG-KP）：その他の問題に関するコンタクトグループは夕方に会

合し、柔軟性メカニズムに関するCOP/MOP決定書草案の議論を続けた。 

収入の一部徴収（share of proceeds）の問題に関し、ロシアとウクライナは、この問題について決定書の作

成を求めないオプションを支持した。ニュージーランドは収入の一部徴収（share of proceeds）の対象範囲を

拡大するには単なるCOP/MOPの決定書ではなく議定書の改定が必要だと指摘した。サウジアラビアは、適応

に対する援助を必要とする締約国を特定する文書においては、対応措置の影響を特に受けやすい途上国に言

及するよう提案した。 

ペルーは、柔軟性メカニズムの算定に関するセクションを含め、締約国が柔軟性メカニズムを用いて割当

量の加算または減算できる量を制限するよう提案した。EUはノルウェーの支持を受け、この問題について決

定を行うべきでないとするオプションを提案した。グレナダは、先進国は主に国内努力によりそれぞれの

QELROsを達成すべきと認識するという序文の挿入を提案した。 

排出量取引に関し、ニュージーランドは、途上国にも排出量取引を拡大することへの関心を指摘し、これ

を文書に盛り込むよう提案した。EUは、新しい市場ベースメカニズム設置のパラグラフを提案したが、アル

ゼンチンとベネズエラはこれに反対し、ニュージーランド、その他は支持した。ベネズエラは、これには議

定書の改定が必要であるとする脚注の挿入を提案し、この問題はAWG-LCAで議論されるべきことを指摘し

た。 

資金（AWG-LCA）：参加者は、制度アレンジに関する共同進行役の文書について議論した。この文書に

は問題に関する共通要素などが盛り込まれ、この中には次のものが含まれる：組織、基金、または独立法人；

既存の基金または法人；COP 16で検討すべき問題。夕方遅くまで議論が続いた。 

技術（AWG-LCA）：締約国は、技術に関する新しい文書草案について議論した。多数の途上国が、この

文書は「バランスがとれていない」と評し、他の諸国とともに、以前の草案に記載された基本要素が省略さ

れていると述べた。その後、締約国は、今後の進め方を検討し、以前の文書に戻すか、それとも新しい草案

に削除された要素を挿入するかなどについて議論した。 

共有のビジョン（AWG-LCA）：夕方、非公式協議が開催され、締約国は文書草案のパラグラフごとの議

論を続け、特に共有のビジョンのレビューに関し議論した。 

廊下にて 

月曜日午前中、交渉が再開され、この重要な第2週に参加するべく新しくコペンハーゲンに到着した参加者

の大人数ぶりには、多くのものが驚かされた。すでに登録済みのものまで、セキュリティーを通るのに、30

分以上も会議場の外で列を作って並ばされる始末であった。バッジのない参加者は登録するのに6時間から8
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時間も並ばされ、挙句の果てにホテルへ戻るよう求められた。「丸一日も家畜の群れのように扱われた。コ

ーヒー一杯も飲めなかった」と、腹をすかせたジャーナリストはカフェの外に並びながらコメントした。ま

た認証を必要とする人数が全部で4万人を超えており、ベラ・センターの収容人数1万5千人を大きく上回った

と主張するものもいた。 

この日の廊下は、間違いなく「すし詰め」状態で、スウェーデンの王位継承者のヴィクトリア王女やノー

ベル賞受賞者のアル・ゴアまで人だかりの中に見受けられた。チャールズ皇太子など他にも著名人がコペン

ハーゲンに向かっていると噂された。 

 参加者が大人数になったことから、火曜日以降は、ベラ・センターに入場できるオブザーバーの人数に制

限が加えられる。水曜日からはハイレベルセグメントが始まり、この週一杯、さらに厳しい制約が始めるこ

とになり、確認されてはいないが、金曜日に会議場に入場できるオブザーバーの人数は90名だけになる予定。

このことで、NGOsの多くは怒りを表明し、プロセスから外されることに苦情を述べた。「こんなことがおき

るとは信じられない、チームを送りこむだけで一財産かかったのだ」とあるNGO参加者は憤慨していきまい

ていた。  

COP議長のConnie Hedegaardが夕方、市民団体を集めて開いたブリーフィングでは、各NGOsがこのような

アレンジに対する懸念を口にした。COP議長のHedegaardは、この会議の最後の数日間が重要であり、政府に

圧力をかけ続けるよう市民社会に求めたが、その一方で、セキュリティーが一層タイトになり、コペンハー

ゲンに来る各国首脳が大勢の随員を連れてくることから、オブザーバーやマスコミのアクセスが一層むずか

しくなることも認めた。 

交渉では、長期的な問題に関する実質的な協議が午後遅くまで中断され、今後の進め方に関するCOP議長

の協議結果を待つこととなった。このような協議をする必要性が出てきたのは、先進国と途上国の対立が「行

き詰まっている」ためで、アフリカングループとLDCsがAWG-LCAでの全ての交渉の中断を求め、G-77/中国

もこれを支持したためだ。AWG-KPでも、附属書I締約国のさらなる排出削減量に焦点を当てるグループ以外、

全ての交渉グループで同じ動きが繰り返された。これに対し、EU、オーストラリア、その他AWG-KPに参加

する先進国は、こういうことは受け入れられないと述べた。 

途上国は、AWG-LCAの問題だけを閣僚レベルで議論するというアレンジに表向きは反対し、AWG-KPに

も注意を振り向けるよう求めた。この問題は、メインのプレナリーホールでCOP議長が開催した非公開協議

で解決され、両方の交渉トラックで「がっぷり四つの問題（crunch issues）」を議論する非公式協議を開催し、

先進国と途上国の閣僚が代表を務めることになった。この会議から出てきた締約国の多くからは、閣僚グル

ープの協議と並行して開催されるさまざまな草案作成グループでの技術的な議論と、閣僚グループでの作業
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とのバランスをどうとるのか、疑問視する声が聞かれた。いずれにしても、夕方には、両方の交渉トラック

での作業が再開され、非公式の閣僚グループ会合も作業を開始した。草案作成グループの多くは、夜遅くま

で作業を続けた。 

 多くのものが、成果を上げるため戦いを続け、コペンハーゲンでできる限り多くの問題を解決しようと決

意しているようだ。「先送りしてやりやすくなるものなどない。コペンハーゲンで解決できないなら、百人

以上の各国首脳が集まり、これほど気候変動に注目が集まるような良い機会は、いつ来るのか？」と、ある

参加者は、多くの交渉担当者の雰囲気を映したコメントをしていた。 
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